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１．はじめに  

 建築物 (e.g.,  住宅やビル )は、人々の生活にとって必要不可欠であるが、その建築物の建

設活動は環境に大きな影響を与えている [1]。各国の建設活動とその活動に必要な電力や熱

消費によって誘発される CO2排出量は、世界の経済活動によって誘発される総 CO2排出量

の約19%を占めている [1]。このことから、気候変動の対策において、建設部門の CO2排出

負荷を低下させることは重要である。建設部門、特に住宅部門からの CO2排出削減に関す

る政策の多くは、家庭部門からの CO2排出量の削減に焦点を当てている。しかし、建築段

階での CO2排出削減についてほとんど考慮されていない [2]。  

 Huang et al .  (2018) [3]は、世界の建設部門からの間接 CO2排出量は、建設部門由来の総

CO2排出量の94%を占めていることを明らかにした。このことから、サプライチェーンか

らの CO2排出量を削減することは、建設部門の CO2排出負荷低減に効果的である。サプラ

イチェーンを通じた CO2排出削減のためには、現状のサプライチェーン構造における CO2

排出集約的な生産プロセス (i.e. , CO2排出ホットスポット )を特定する必要がある [4]。  

 先行研究 [5][6]は、土木建築や住宅を含む建設部門全体のサプライチェーン構造に存在

する CO2排出ホットスポットを特定した。しかし、住宅と土木建築 (例えば、ダム工事、道

路・トンネル工事など )は機能単位が大きく異なるため、先行研究において特定された CO2

排出ホットスポットが、土木建築部門と住宅部門のどちらに帰属するのか不明瞭である。

そこで、本研究は、日本の戸建て住宅の90%を占める木造住宅 [7]のサプライチェーン構造

に存在する CO2排出ホットスポットを特定する。  

２．分析方法  

①本研究は、環境拡張型産業連関分析を用いて  2015 年に “平均的 ”な木造住宅を1軒建設

するために組み込まれるサプライチェーン全体からの CO2排出量の推計を行う。  
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②本研究は単位構造モデル [8][9]を用いて、平均的な木造住宅のサプライチェーン構造を

推計し、推計された木造住宅のサプライチェーン構造に対して、CO2排出量で重み付けら

れた隣接行列を作成した。  

③木造住宅のサプライチェーン構造において、CO2排出集約的な取引 (すなわち、CO2排出

ホットスポット )を特定するために、木造住宅のサプライチェーン構造に関する隣接行列に

対してクラスター分析 [10]を適用した。  

３．分析結果  

 環境拡張型産業連関分析の結果、2015年の木造住宅一戸建てる際に発生する直接間接

CO2排出量は38t-CO2であった。以下の図は、木造住宅に存在する CO2排出ホットスポット

の1つである製鉄クラスターの産業ネットワーク図である。当該クラスターは木造住宅の

カーボンフットプリントの約15%を占めている。  
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 製鉄クラスターからの CO2排出を減らすには、ハブとなっているだけではなく、直接 CO2

排出係数が36t-CO2/100万円と相対的に高い銑鉄部門の生産時の CO2排出負荷を下げる必

要がある。  

４．結論  

本会ではこの結果に加え、製鉄クラスター以外の CO2ホットスポットであるクラスター

の結果を基に、木造住宅の CO2排出負荷低減に向けて必要な政策を議論する。  
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